
古
典
文
法
問
題
対
策 

 

識
別
～
「
に
」
～ 

 
 

資
料 

  

連体形に接続 
体言・連体形 

（連用形）接続 
副詞の一部 

ナリ活用形容動詞

の一部 

ナ変動詞の 

一部 

体言・連体形に 

接続 
連用形に接続 

⑦ 

接
続
助
詞
「
に
」 

連
体
形
に
接
続
。
連
体
形
と
の
間
に
体
言
を
補
う
と
文
意
が
通
じ
な
い
。
「
の
に
・
の
で
・
だ
が
・
と
こ
ろ
」
な
ど

と
訳
す
こ
と
が
で
き
る
。 

⑥ 

格
助
詞
「
に
」 

体
言
・
連
体
形
な
ど
に
接
続
。
動
作
の
目
的
（
～
た
め
に
）
の
意
味
の
時
だ
け
、
連
用
形
接
続
。 

連
体
形
と
の
間
に
は
体
言
「
と
こ
ろ
、
と
き
」
を
補
っ
て
も
不
自
然
で
は
な
い
。 

⑤ 

副
詞
の
一
部 

上
の
部
分
は
体
言
で
は
な
く
、
「
に
」
と
合
わ
せ
て
一
語
。
（
「
げ
に
」
「
ま
こ
と
に
」
「
さ
ら
に
」
な
ど
。
） 

④ 

ナ
リ
活
用
形
容
動
詞 

連
用
形
活
用
語
尾 

直
前
に
状
態
や
性
質
を
表
す
言
葉
が
あ
る
場
合
。ま
た
、
語
幹
は
独
立
さ
せ
て
も
主
語
に
な
ら
な
い
こ
と
が 

多
く
、
上
に
副
詞
「
い
と
」
を
つ
け
て
も
不
自
然
で
な
い
。 

③ 

ナ
行
変
格
活
用
動
詞 

連
用
形
活
用
語
尾 

「
死
」
「
往
（
去
）
」
に
続
く
。 

② 

断
定
の
助
動
詞
「
な
り
」
連
用
形 

体
言
・
連
体
形
に
接
続
。
下
に
「
あ
り
」
「
さ
ぶ
ら
ふ
」
「
侍
り
」
な
ど
を
伴
う
こ
と
が
多
い
。 

（
「
～
に
や
。
」
「
～
に
こ
そ
。
」
な
ど
の
形
で
係
助
詞
を
伴
い
、
結
び
が
省
略
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。
） 

① 
完
了
の
助
動
詞
「
ぬ
」
連
用
形 

連
用
形
に
接
続
。
「
に
き
」
「
に
け
り
」
「
に
け
む
」
「
に
た
り
」
な
ど
過
去
・
完
了
の
助
動
詞
を
伴
う
形
が
多
い
。 

「
ぬ
」
（
～
た
・
～
て
し
ま
う
、
～
て
し
ま
っ
た
）
と
置
き
換
え
て
文
を
終
止
で
き
る
。 


